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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月4日(2014.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリ対象または集団における伝染性喉頭気管炎ウイルス（ＩＬＴＶ）の感染を予防する
方法であって、１羽以上の対象に糖タンパク質Ｊの発現を阻害する糖タンパク質Ｊの変異
を含む弱毒化伝染性喉頭気管炎ウイルス（ＩＬＴＶ）を投与することを含み、前記弱毒化
ＩＬＴＶが卵内投与される、方法。
【請求項２】
　前記弱毒化ＩＬＴＶは、ＵＳＤＡチャレンジ株ＵＳＤＡ－ｃｈを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記変異は、糖タンパク質Ｊのプロモーターエレメントの変異を含み、前記変異は、前
記プロモーターエレメントの機能を阻害する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記変異は、糖タンパク質Ｊのヌクレオチド配列の欠失を含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記変異は、配列番号１の完全なまたは部分的な欠失を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記変異は、配列番号１のヌクレオチド１～２２９１の欠失を含む、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　レポータータンパク質発現カセットが、前記欠失点に挿入される、請求項４に記載の方
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法。
【請求項８】
　ウイルスタンパク質発現カセットが、前記欠失点に挿入される、請求項４に記載の方法
。
【請求項９】
　前記ウイルスタンパク質発現カセットは、ニューカッスル病ウイルスの融合タンパク質
（Ｆ）である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記変異は、配列番号１のヌクレオチド１～２１８８の欠失を含む、請求項５に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記変異は、配列番号１の少なくともヌクレオチド１～１４５の欠失を含む、請求項５
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記欠失は、配列番号１のヌクレオチド２１８５～２１９０を含む、請求項５に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記変異は、前記糖タンパク質Ｊのヌクレオチド配列の置換を含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記置換は、再編成されたＩＬＴＶ配列を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　糖タンパク質Ｊの変異を含む組換え伝染性喉頭気管炎ウイルスゲノムであって、前記変
異は、配列番号１のヌクレオチド１～２２９１の欠失である、ゲノム。
【請求項１６】
　糖タンパク質Ｊの変異を含む組換え伝染性喉頭気管炎ウイルスゲノムであって、前記変
異は、配列番号１の少なくともヌクレオチド１～１４５及び／又は配列番号１のヌクレオ
チド２１８５～２１９０の欠失である、ゲノム。
【請求項１７】
　糖タンパク質Ｊの遺伝子に部分的または完全な欠失を有する組換え伝染性喉頭気管炎ウ
イルスゲノムを含む卵内ワクチン製剤。
【請求項１８】
　糖タンパク質Ｊの変異を含む弱毒化伝染性喉頭気管炎ウイルス（ＩＬＴＶ）を含む組成
物であって、前記変異は、糖タンパク質Ｊの発現を阻害し、前記変異は、前記糖タンパク
質Ｊのヌクレオチド配列の置換又は糖タンパク質Ｊのヌクレオチド配列の欠失を含み、レ
ポーター又はウイルスタンパク質発現カセットが、前記欠失点に挿入される、組成物。
【請求項１９】
　前記変異は、配列番号１の完全なまたは部分的な欠失である、請求項１８に記載の組成
物。
【請求項２０】
　前記置換は、再編成されたＩＬＴＶ配列を含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記変異は、配列番号１のヌクレオチド１～２２９１の欠失を含む、請求項１８に記載
の組成物。
【請求項２２】
　前記変異は、配列番号１のヌクレオチド１～２１８８の欠失を含む、請求項１８に記載
の組成物。
【請求項２３】
　前記欠失は、配列番号１のヌクレオチド２１８５～２１９０を含む、請求項１８に記載
の組成物。
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